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深部地盤モデルの評価
後続波を使用

灰 ：地震記録のR/Vスペクトル
黒 ： R/Vスペクトルの平均値
緑 ：J-SHIS V2の速度構造および理論

H/Vスペクトル
ピンク：インバージョン結果の速度構造

および理論H/Vスペクトル

強震観測地点の
速度構造

地震波形

R/Vスペクトル

理論H/Vスペクトル
がR/Vスペクトルに
整合するように地盤
モデルを修正

• R/Vスペクトル︓ラディアル（地震波の到来方
向）成分と上下動成分のスペクトル比を求める。⇒ 観測地点の地盤特性（特に卓越周期）を把握

できる。

今回作成した深部地盤構造モデル
速度層の上面深度を空間補間

観
測
点
ご
と
に
地
盤
モ
デ
ル
の
修
正

深部地盤モデル調整のフローチャート

R/Vスペクトルを用いた
深部地盤モデル調整の概要図
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深部地盤モデルの評価
• R/Vスペクトルを用いた深部地盤モデルの調整には、防災科研地震観測点（K-NET,
KiK-net）および気象庁観測点を用いる。

K-net・KiK-net
気象庁

K-net・KiK-net
気象庁

K-NET・KiK-net（51地点）
気象庁（31地点）

鹿児島県内の地震観測点分布（防災科研・気象庁）
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深部地盤モデルの評価
• 地震動記録は、安定したR/Vスペクトルが計算できるように以下の条件で整理を
行った。

1. Mj5以上
2. 震源深さ30km以浅
3. 鹿児島県付近で発生した地震

Mj震源深さ
（km）

経度
（°）

緯度
（°）

地震発生時刻
（JST）番号

525131.83831.56412:20:532004/4/211
5.114.7129.18131.76714:28:432004/12/122
5.318.8129.1631.7572:27:022004/12/143
79.2130.17633.73910:53:402005/3/204
5.813.5130.28833.6786:11:272005/4/205
5.828.6131.54531.30611:04:152005/5/316
5.111.6129.8832.0830:11:562006/2/47
629.9130.15428.5173:03:122006/11/188
5.128.6131.9231.76410:44:292008/3/109
5.627.9131.89431.92918:36:262009/4/510
512.7128.56528.77121:35:452010/5/1611
5.217.4128.6528.820:44:532010/6/1312
5.127.4129.45829.08919:13:032011/3/713
5.114.9128.60728.76913:11:492013/1/514
6.314.8134.82934.4195:33:182013/4/1315
5.120.6129.6228.56222:28:462015/5/2216
7.117128.5930.9435:51:302015/11/1417
5.99.4128.71731.3314:20:182015/11/1518
5.18.9128.65331.2245:34:262015/11/1519
6.511.4130.80932.74221:26:342016/4/1420
5.88.3130.8532.77622:07:352016/4/1421
511.1130.73532.67722:38:432016/4/1422
5.114.2130.82732.76723:43:412016/4/1423
6.46.7130.77832.7010:03:462016/4/1524
7.312.4130.76332.7551:25:052016/4/1625
5.96.9131.08732.9643:03:112016/4/1626
5.415.9130.83532.8479:48:332016/4/1627
5.412.3130.7232.69916:02:012016/4/1628
5.88.6131.233.00220:41:582016/4/1829
5.510130.63532.53517:52:142016/4/1930
510.8130.65332.57220:47:032016/4/1931
510.6129.02931.09314:11:192016/5/632
5.56.5128.99331.09514:42:092016/5/733
5.19.6129.00231.0214:05:472016/5/1434
5.212.8130.61732.72219:46:032016/8/3135
6.610.6133.85635.3814:07:232016/10/2136

5.310.2130.6231.38411:56:352017/7/1137
526.5131.26129.9563:23:452017/8/1338
5.110.4130.55433.02718:10:282019/1/339
5.414.6132.15532.1539:11:232019/3/2740
5.420.6132.1532.16515:38:032019/3/2741
5.625.4131.99231.7867:43:212019/5/1042
6.325.5131.97531.8018:48:422019/5/1043
6.29.5128.71731.30420:54:212020/5/344
5.322129.42429.3167:07:302021/4/1045
5.121129.27429.3116:36:232021/4/1046
5.314.2129.34529.323:01:482021/4/1247
6.114129.45129.34311:05:082021/12/948
521.6131.81831.59216:08:142022/5/249
5.111.7130.01529.92816:10:282023/5/1350
5.119.5129.33929.3183:08:132023/9/951
5.317.5129.38929.3120:02:002023/9/1152
5.426.2131.64931.8134:23:362024/8/953
5.322.1131.85131.57323:13:482024/9/1654
5.429131.8531.7692:12:392025/1/1555
5.124.1129.28429.35517:15:032025/6/2256
520.6129.40129.32523:36:192025/6/2357
5.118129.37929.31416:04:142025/6/2458
5.419.7129.40329.33110:15:252025/6/2959
5.317.1129.47229.31916:11:582025/6/2960
5.321.7129.4429.32718:33:232025/6/3061
5.116.2129.48629.3364:32:082025/7/262
5.519.5129.52329.35816:13:012025/7/363
5.418.6129.47129.3356:29:402025/7/564
5.522.7129.51229.36514:07:042025/7/665
5.122.2129.47629.350:12:082025/7/766
510.8129.45929.27116:09:092025/7/1167
5.411.6129.48129.32213:20:012025/7/1568
5.729131.93532.0386:13:152025/8/1769
5.89.3131.10832.99818:01:172025/11/2570
6.410.2133.21335.31810:18:192026/1/671

K-net・KiK-net
気象庁
震央位置

震央位置分布

整理した地震の諸元（71地震）
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浅部地盤モデルの評価
• 鹿児島市内においては、鹿児島大学が公開する鹿児島県版地震情報データベース
（以降、K-DBSと呼ぶ）を用いた地質層序モデルの作成を検討する。K-DBSでは、
市内のボーリングデータを用いて作成された土質断面図や全6層分の地質境界面が公
開されている（下図）。最下層の更新統は、各層が複雑に入り組み層分割すること
が困難であるため、シラスなど5層をまとめた更新統集合層として整理されている。

①
②
③
④
⑤

⑥

層数

地質境界面凡例
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浅部地盤モデルの評価
• 工学的基盤面は、今回調査で収集したボーリング（PS検層
含む）およびK-DBSで公開されている更新統の地質境界面を
用いて作成する。

• N値-S波速度の関係については中央防災会議の式を検討する。
シラスについては、高田・他（1997）で提案されている式
と中央防災会議の式との比較を行う。

更
新
統
上
面

断面位置

断面図

V௦ = 100160 × 𝑁ଵଷ
砂質土

粘性土
高田・他（1997）
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V௦ = 100160 × 𝑁ଵଷ
砂質土

粘性土
高田・他（1997）

浅部地盤モデルの評価

• シラスのVs値設定について、中央防災会議（2001）および高田・他（1997）を用
いて、砂質土および粘性土の設定値の比較を行った。

 高田・他（1997）＞中央防災会議（2001）

粘性土

砂質土
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浅部地盤モデルの評価

スライス内
で補間

地質層序モデル作成フロー（鹿児島市内）
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250mメッシュ毎に
最も近いボーリングデータを採用

① メッシュ毎にボーリングの整理 ② 基盤（N値50以上）に達しているボーリングデータを使
用して、ボーリングデータが存在しないメッシュに展開

③ 基盤に達していないボーリングデータ
も使用して、表層部のモデルを再作成

粘
土

砂

礫

基
盤

基盤（N値50以
上）情報がある
ボーリングデータ

基盤（N値50以上）情報
があるボーリングデータ

基盤（N値50以上）情報
がないボーリングデータ

基盤深度
（N値50以上）

250mメッシュ

浅部地盤モデルの評価

前回想定手法あてはめモデル作成フロー（鹿児島市外）


